
①「ゴミゼロ型・資源循環型技術に関する研究」の評価結果（事後評価） 

 

【総合評価】 

個別課題間の連携において不十分な点があったものの、個別課題においては各研究部が協力し、必要に

応じ他機関と連携して研究を進めるなど意欲的に取り組んだ点は評価でき、研究の実施方法、体制等は概

ね適切であったと評価する。また、静脈物流ネットワークの計画手法や海面処分場立地のための社会的受

容性の分析において不十分な点があったものの、本研究の成果は政省令の改正、基準やマニュアル、技術

指針等に反映され、広範な施策の実施に活用されており概ね目標を達成できたと評価する。 

なお、研究自体に期待されている重要度に鑑みると、個別課題間の連携がやや不足しており成果の共有、

相互活用という面で今後更なる協力、情報交換、外部に向けた情報発信がなされることを期待する。 

 

【評価指標別評価結果】 

研究の実施方法、 

体制等の妥当性 

１ 適切であった 

２ 概ね適切であった 

３ やや適切でなかった 

４ 適切でなかった 

  

★★★★ 

★★★ 

目標の達成度 

１ 目標を十分達成できた 

２ 概ね目標を達成できた 

３ あまり目標を達成できなかった 

４ 目標を達成できなかった 

  

★★★★★ 

★★ 

 

 

【指摘事項】 

なお、以下の指摘事項があったので参考にされたい。 

・各テーマの成果の公表についてかなりバラツキがある。５年間の研究としては、アウトプットの弱いテ

ーマもあり、研究全体をコントロールする力が弱かったのではないか。 

・技術開発での統合的なマネジメントは、最初に、日本の将来像に対するイメージを持つことが重要であ

り、ゴミゼロ型・資源循環型の社会は、どのように実現していくのかというイメージを持つことが重要

である。 

・ディスポーザーの研究で、総合計画手法については、個別のゴミ毎に評価するのではなく、ゴミ全体で

比較評価するための共通指標（総合的観点）により、何が都市にとってメリットなのかを検討していた

だきたい。 

・静脈物流は今後極めて重要な課題であり、国交省の範疇だけでは全体像の把握は困難なことから、各省

庁の垣根を越えた研究を行う勇敢さを持って研究を進めていただきたい。 

・建設廃棄物の再利用について、強度や維持管理等の点についてさらに検討を進めていただきたい。 

・木質系の建築物の廃棄物抑制は、元々の住宅そのものの問題であり、住宅の質や修繕内容など使用時の

問題が一番大きいため、そのような観点も含めて検討することも必要ではないか。 

 



・個別研究では優れた成果も上がっているが、個別研究間の相互関係が不明確でありプロジェクトとして

纏まりに欠けている。 

・Waste Managementはグローバルな課題であり、もう少し海外発表があっても良かったのではないか。特

に開発途上国への技術移転は必須である。 

・重要なテーマであり、今後、個別成果を基に統合化への努力を期待する。 
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